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図－11 寺町通りから野田山方向への眺め 図－12 竪町通りから大笠山方向への眺め
４．特徴ある景観についての考察
見通しの効く街路の断面を検討してみたところ、
城の見え方は単純ではなく、城内の構造物をいくつ
か重ねて見せる意図があったと推測することができ
る。主街道から城の姿を見せる際には、眺めの奥行
き方向に門や櫓を重層的に見せることで、守りが堅
く攻めにくそうな印象を相手に持たせることができ
る。逆に城内からこれらの通りを眺めると、城へ攻
め寄せる敵の数や様子を観察できることになる。ま
た城とは異なる方向への見通しを持つ街路は、接続
する細い路地を数少なくし、見通し方向の広がりを
強調することで、城へ近づこうとする勢力の別方向
への誘導を狙ったと思われる。
この城下町のデザインにおいては、外から来たも
のにとっては覚えにくく、目的地にたどり着きにく
い複雑な街路パターンに加え、対照的に見通しの効
く形がもう一つの防衛手段として用いられているこ
とが推察される。景観の性質を利用した巧みな技と
いえる。
重層的な眺めを持つ特徴的な眺めが再現される
と、城下町としての街並み景観は、今以上に魅力的
なものとなると考えられる。しかしながら現在の環
境では、天守閣や御殿など城の構造物が再現される
にはかなりの時間がかかると思われる。この景観的
な特徴を向上させるためには、しばらくは、街路の
無電柱化により電線を減らし見通しをすっきりさせ
ることが有効な方策である。将来的には、この見通
しの価値を市民で共有し、現状の景観条例にもある
建築の規制、誘導につなげることを検討すべきであ
ると考える。
（つば たかひろ 環境デザイン専攻／ランド
スケープアーキテクチュア）
（2018年11月７日 受理）
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城下町金沢の見通し景観 鍔 隆弘
